山形美術館館長挨拶：山形美術館館長　加藤氏

９：３４～９：３７

場所：美術館前広場
入館前に加藤館長より歓迎のご挨拶を頂くことにより参加者のプログラムへの期待を高める。
お約束説明：ナビゲーター

９：３７～９：４０
場所：美術館前広場
美術館にある作品はみんなの宝物を入れておく「大きな宝箱」というイメージを膨らませ、美術館という所が、どのような場所であるかを伝え作品保護のための約束や公共の場でのマナーを美術館の禁止マークをポップで分かりやすく説明する。

美術館内でのマナー、ルール説明：山形美術館学芸委員　月本氏

９：４５～９：５５

場所：山形美術館第５展示室

美術館にある作品はみんなのものであること、それはみんなのおじいさんやおばあさんのそのまたおじいさん達が大事にして、みんなに伝えてくれたものであり、みんなもみんなの子供達に伝えるためのマナーやルールを再度、確認する。
お約束の確認：ナビゲーター

１０：００～１０：０３

場所：山形美術館第５展示室

実際に吉野石膏コレクションに行く前に禁止マークポップを使用しお約束の再確認をおこなう。
保護者向けプログラム

吉野石膏コレクションギャラリートーク：山形美術館学芸委員　月本氏

①１０：０３～１０：２５　第５展示室
②１０：３０～１１：００　吉野石膏コレクション

場所：吉野石膏コレクション

山形美術館では常設展示室のひとつとして設けてあり、モネ、ゴッホ、シャガールなどのフランス近代絵画作品を展示しています。

①はじめに吉野石膏コレクションのあらましやフランス近代絵画についての説明。
②吉野石膏コレクションに移動してからは作品についての解説をおこなっていただく。

子供達と別れて作品を鑑賞することによって大人も作品に親しむ機会を持つことができる、また子供達と鑑賞作品を共有することにより作品創作プログラムで子供たちがどのような作品に興味を覚えたか等を家庭に持ち帰り一緒に美術館を振り返ることができ、後に親子で美術館を訪れ作品に親しんでいただけるようにと考えています。
子供向けプログラム　

対話型鑑賞プログラム：ナビゲーター、対話型作品創作プログラム：ナビゲーター

1 １０：０３～１０：２５　場所：吉野石膏コレクション

2 １０：３０～１１：００　場所：第５展示室
保護者の方と一緒に回るのではなく、子供達のグループで対話型鑑賞プログラムに参加する事により、作品に対し集中して取組んでもらいたいと考えています、またナビゲーターの方々にも役割をもう一度再確認いただき、務めていただけると考えています。
美術館内のマナーやルールといった「お約束」をしっかりと学びをナビゲーターとともに実践する。また対話型鑑賞プログラムではナビゲーターと子供たちが持ちえる想像力を発揮し作品と美術館に親しみをもってもらう。

また対話型創作プログラムでは子供たちが作品とじっくり向かい合い創造力を働かせ、作品創作を楽しんでもらう。
閉会式　加藤館長閉会挨拶
１２：００～１２：１５
場所：山形美術館前広場
感想をもとめながら子供達にまた次のきかいの来館につながるよう言葉をかけていただく。

